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1｡ 歴史を湖れば湖る
た点からも農村の衣生活

な日本国民の衣生活であ

的姿を包

著しいも

む もの で あ る 。

のがあった。しかし一方長い衣生活の慣習と伝

統をもつ農村では直ちに受け入れることのできない条件

もある。農作業衣は社会の変化に伴う衣服形式の変化・

農業技術の進歩に応して変化すると考えられる。この様

な考えからいかなる様式をもつ作業衣を着用しているの

か。同時に中心部の衣服の機能的・装飾的な近代性が武

蔵野の一隅の地にどの様に浸透しているかを調査した。

2. 種 々の予備調査の結果に基ずき問題を作成B5 判

の印刷物としその調査用紙を三多摩14 市町村600 戸に配

布した。記入式解答法，多肢選択法の両者併用。

3. 農家の生活は外観上からは家庭生活と労働生活の

間のけじめをつけ難く又性質も類似点があることなので

家庭着兼作業衣が多い。又当地方の農業が次第に副業化

されてゆく傾向にあり，農耕地の宅地化問題と相まって

農村の衣生活を全く変えてしまったといっても過言では

ない様である。今の段階よりももっと能率的・経済的な

作業衣として和服仕立の上衣よりも洋服仕立の上衣をも

っととり入れた方が賢明であろうと思われ る。 又 機 能

上・衛生上の観点から'作業衣と家庭着とははっきり区別

する様心がけるべきだと思われる。


